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村
の
活
性
化
に
大
き
な
期
待

球
磨
川
に
初
の
「
川
の
駅
」（
一
勝
地
淋
地
区
）

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
で
整
備

　

球
磨
村
で
は
、
川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手
権
大
会

な
ど
、
村
の
中
央
を
流
れ
る
球
磨
川
を
舞
台
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
球
磨
川
の
流
れ
を
更
に
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
に
活

か
す
た
め
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
に
よ
り
、
柴
立
姫
神
社
が
あ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
一
勝
地
淋
地
区
に
「
川
の
駅
」
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

整
備
の
内
容

　

球
磨
川
の
川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
、
柴
立
姫
神
社
等
、
球
磨
川

の
美
し
い
流
れ
や
観
光
資
源
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
拠
点
・

観
光
拠
点
と
し
て
「
川
の
駅
」
の

整
備
を
進
め
、
球
磨
川
と
ま
ち
づ

く
り
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る

村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
し
て
い
る
主
な
整
備
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

柴
立
姫
神
社
の
参
拝
客
や
川
下

り
・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
利
用
客
等

の
観
光
客
が
休
憩
地
点
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
芝
生
広
場

や
休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場

等
を
整
備
し
、
地
場
物
産
等
の

販
路
拡
大
に
繋
げ
ま
す
。

○�

川
下
り
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
地

元
住
民
が
利
用
し
や
す
い
親
水

護
岸
を
備
え
た
船
着
場
を
整
備

し
ま
す
。

○�

周
囲
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活

か
し
、
歩
き
や
す
く
自
然
に
密

着
し
た
散
策
路
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
柴
立
姫
神
社
や
自

然
交
流
拠
点
、
着
船
場
を
結
び

ま
す
。

○�
歴
史
を
振
り
返
り
、か
つ
て
あ
っ

た
「
渡
し
舟
」
の
再
現
や
「
人

吉
街
道
」、球
磨
川
開
削
の
父「
林

正
盛
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
石

碑
等
の
設
置
、
観
光
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
進
め
ま

す
。

○�

地
区
防
災
の
た
め
、
消
防
用
道

路
や
小
型
ポ
ン
プ
設
置
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
し
ま
す
。

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

支
援
制
度
と
は

　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度

は
、
国
土
交
通
省
が
今
年
度
か
ら

新
た
に
創
設
し
た
河
川
環
境
整
備

事
業
で
す
。

　

地
域
が
持
つ
景
観
・
歴
史
・
文

化
及
び
観
光
と
い
う
「
資
源
」
や

地
域
の
創
意
と
し
て
の
「
知
恵
」

を
活
か
し
、
地
元
住
民
と
の
連
携

の
も
と
で
立
案
さ
れ
た
河
川
や
水

辺
の
整
備
・
利
用
に
つ
い
て
の
計

画
に
対
し
、
国
土
交
通
省
が
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

本
村
は
こ
の
制
度
の
創
設
に
あ

わ
せ
て
、
計
画
を
申
請
し
、
今
年

五
月
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

で
認
定
さ
れ
た
の
は
六
十
七
件
で
、

熊
本
県
で
は
、
本
村
の
球
磨
川
と

山
鹿
市
の
菊
池
川
の
二
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

推
進
協
議
会
で

整
備
内
容
を
検
討

　

こ
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
元
住
民
・
国
土
交
通
省
・
熊
本
県
・

球
磨
村
が
連
携
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
整
備

淋地区で国交省から説明を受ける関係者
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内
容
や
利
活
用
計
画
、
維
持
管
理

計
画
を
検
討
す
る
場
と
し
て
「
か

わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
推
進
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
村
、
村
議
会
、
淋
地

区
、
向
淋
地
区
、
国
土
交
通
省
、

県
、
村
観
光
協
会
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
、
く
ま
川
下
り
㈱
、

球
磨
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
の
代

表
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た

第
一
回
目
の
会
議
で
は
、「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
の
概
要
や
、

認
定
を
受
け
た
球
磨
村
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　

九
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二

回
目
の
会
議
で
は
、
整
備
予
定
地

で
あ
る
淋
地
区
に
お
い
て
現
地
調

査
を
行
い
、具
体
的
な
整
備
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
各
会

員
か
ら
は
整
備
内
容
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
三
回
目
の
会
議
は
十
二
月
八

日
に
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
検
討

を
重
ね
て
き
た
整
備
計
画
の
確
認

や
、
整
備
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
に
つ
い
て
の
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
推
進

協
議
会
で
は
、
各
会
員
の
意
見
が

整
備
内
容
等
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
も
会
議
を
重
ね
、
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　

淋
地
区
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

事
業
の
効
果
を
村
民
の
皆
様
に
評

価
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

十
二
月
二
十
五
日
の
区
長
文
書

の
際
に
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

球磨川と地域が一体となった公園を（「川の駅」イメージ図）

球磨
川

・グリーンツーリズムによる交流推進
・環境学習、自然体験活動の実施
・地域住民による美化活動　　　など

渡し舟の再現親水護岸の整備

川下り・ラフティング等の
休憩所としての利用

県道の付け替え

地場物産等の紹介・提供 芝生広場、休憩所、
トイレ、駐車場等の整備 散策路の整備

観光ガイドボランティアの育成

船の発着場付近を確認
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
が
最
終
答
申
書
を
村
長
に
提
出

く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
考
え
る

シリーズ

No.10
　

十
一
月
三
十
日
に
、
球
磨
村
農

業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
鈴

木
康
夫
会
長
、
大
無
田
満
浩
副
会

長
、
友
尻
辰
生
委
員
の
三
名
が
、

八
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
た
最
終

答
申
書
を
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
ま

た
農
地
の
荒
廃
化
、
鳥
獣
被

害
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

る
本
村
の
農
業
に
つ
い
て
、

広
く
村
民
の
意
見
を
聴
く
た

め
に
、
今
年
一
月
に
発
足
し
、

毎
月
一
回
の
会
合
と
集
落
座

談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
提
出
さ

れ
た
答
申
書
は
、
そ
の
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

球
磨
村
農
業
振
興
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
議
の
メ
ン
バ
ー

一
人
ひ
と
り
が
意
見
を
出
し

合
っ
た
内
容
が
ま
と
め
ら

れ
、
今
後
の
村
農
業
振
興
に

係
わ
る
多
く
の
提
言
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
シ
リ
ー
ズ
最
終

会
で
す
。
今
年
の
二
月
号
か
ら

十
一
回
目
の
連
載
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
様
子
を
村
民
の
皆
様
に
随

時
お
伝
え
し
、
公
開
と
透
明
性
を

図
る
意
味
で
、
毎
月
２
ペ
ー
ジ
も

貴
重
な
広
報
の
紙
面
を
頂
戴
い
た

村
長
諮
問
の
内
容

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
初
回
に
、

桺
詰
恒
雄
村
長
か
ら
次
の
よ
う
な

諮
問
が
３
点
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

① �

こ
れ
ま
で
村
で
取
り
組
ん
で
き

た
各
種
事
業
を
見
直
し
て
、
本

村
農
業
の
方
向
性
を
導
き
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

② �
村
民
の
農
業
振
興
の
夢
を
把
握

し
て
、
新
し
い
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③ �

日
本
棚
田
百
選
が
あ
る
本
村
の

恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
有
効
に

利
活
用
す
る
形
態
で
、
農
村
づ

く
り
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
で
は
ほ
ぼ
一
年
に
亘
っ

て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
順

序
と
し
て
、
ま
ず
、
村
農
業
の
実

態
を
メ
ン
バ
ー
一
同
が
確
認
し
、

課
題
を
検
討
し
ま
し
た
。
課
題
に

つ
い
て
の
解
決
方
法
と
立
ち
は
だ

か
る
壁
に
つ
い
て
も
皆
で
共
有
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
の
前
述
の
②

→
③
→
①
の
順
序
で
議
論
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

答
申
書
で
は
、
農
業
振
興
の
み

を
単
に
推
し
進
め
る
の
で
は
な
く
、

村
の
行
政
組
織
の
な
か
で
、
横
の

連
携
を
重
視
し
た
取
り
組
み
の
重

要
性
を
指
摘
し
た
内
容
も
あ
り
ま

す
。
益
々
、
球
磨
村
の
農
家
や
農

業
を
取
り
囲
む
外
部
経
済
や
環
境

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

こ
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
農
家
が

生
き
残
れ
る
よ
う
、
弛
ま
ぬ
行
政

的
支
援
と
努
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

答
申
書
の
概
要

　

答
申
書
の
概
要
を
簡
単
に
箇
条

書
き
形
式
で
以
下
に
示
し
ま
す
。

諮
問
内
容
と
答
申
項
目
の
確
認
で

す
。
諮
問
①
に
対
応
す
る
の
が
項

目
５
で
す
。
諮
問
②
に
対
応
す
る

の
が
、
項
目
１
・
２
・
４
・
６
で
す
。

諮
問
③
に
対
応
す
る
の
が
項
目
３

で
す
。

【
答 

申 

書
】

◎
球
磨
村
の
農
業
振
興
の
あ

り
方
に
つ
い
て

１　

球
磨
村
農
業
の
夢
の
実
現
に

つ
い
て

　

住
民
主
導
の
地
域
づ
く
り
の
勧

め
、「
参
加
と
協
働
」
の
仕
組
み
の

構
築
、
小
さ
く
て
も
具
体
的
な
夢
、

夢
を
叶
え
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
時
期
に
き
て
い
る
。

２　

夢
の
実
現
と
農
家
・
農
業
者

へ
の
支
援
の
あ
り
方

①�

認
定
農
業
者
な
ど
の
主
業
農
家

へ
の
支
援
の
あ
り
方

　

担
い
手
農
家
の
維
持
と
政
策
的

支
援
、
後
継
者
の
定
着
を
図
る
、

認
定
農
業
者
を
減
ら
さ
な
い
・
増

や
す
と
い
う
具
体
的
数
値
目
標
を

設
定
す
る
政
策
を
進
め
る
必
要
が

し
ま
し
た
。
最
終
回
は
会
議
の
経

過
と
最
終
答
申
書
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

答申書を桺詰村長へ提出する鈴木会長
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あ
る
。

②�
高
齢
農
業
者
・
女
性
農
業
者
等

へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

さ
さ
や
か
な
夢
を
実
現
さ
せ
る

支
援
策
、
生
き
が
い
と
健
康
維

持
、
年
金
プ
ラ
ス
α
の
所
得
確

保
、
巡
回
型
集
出
荷
シ
ス
テ
ム
、

シ
ル
バ
ー
人
材
に
よ
る
営
農
支

援
④ �

そ
の
他
の
夢
に
対
す
る
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て

・
直
売
や
加
工
品
開
発
な
ど
へ
の

支
援

・
情
報
発
信
に
よ
る
「
球
磨
村
応
援

隊
（
仮
称
）」
の
結
成
と
隊
員
公
募

・
国
道
二
一
九
号
線
サ
ン
ク
ス
横

に
直
売
所
の
設
置

　

こ
れ
ら
の
夢
を
具
体
的
に
叶
え

る
仕
組
み
や
仕
掛
け
を
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
く
。

３　

世
界
に
誇
る
文
化
的
景
観
と

し
て
の
棚
田
の
保
全
（
棚
田
百
選

指
定
地
の
有
効
利
用
と
農
業
振
興

に
つ
い
て
）

　

本
村
農
耕
文
化
の
象
徴
を
後
世

に
残
す
取
り
組
み
、
村
内
の
棚
田

の
広
域
的
分
布
状
況
の
調
査
、
文

化
的
景
観
の
維
持
と
農
業
振
興
の

両
立
を
図
る
、
棚
田
の
保
全
と
再

生
、
農
道
と
用
水
路
の
整
備
を
兼

ね
た
遊
歩
道
の
設
置
。

　

現
状
で
は
、
零
細
な
区
画
と
機

械
の
稼
働
効
率
の
悪
さ
ゆ
え
、
棚

田
を
所
有
し
耕
作
す
る
農
家
の
利

益
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
棚
田

博
物
館
構
想
、球
磨
村
応
援
隊
（
仮

称
）
の
結
成
な
ど
の
各
種
戦
略
を

並
行
し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

４　

夢
の
実
現
と
障
害
と
な
る
条

件
不
利
性
の
克
服

①
獣
被
害
の
抜
本
的
対
策
に
つ
い
て

　

販
売
農
家
だ
け
で
な
く
家
庭
菜

園
に
も
被
害
拡
大
、
生
き
る
こ
と

生
活
す
る
こ
と
へ
の
失
望
感
、
一

般
家
庭
を
含
め
た
抜
本
的
対
策
、

山
村
集
落
を
守
る
。

②
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

　

耕
作
放
棄
地
発
生
の
実
態
を
精

査
す
る
、
発
生
抑
制
と
再
生
の
可

能
性
を
探
る
、
農
地
の
条
件
不
利

性
を
確
認
（
ほ
場
区
画
の
狭
小
さ

と
農
道
の
未
整
備
）、
優
良
農
地
を

後
世
に
残
す
。

５　

夢
の
実
現
の
た
め
の
補
助
事

業
の
見
直
し
と
効
率
的
運
用
に
つ

い
て

①
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

各
種
事
業
の
緊
急
性
、
重
要
性
、

必
要
性
を
精
査
す
る
、
尺
度
と
ウ

エ
イ
ト
を
設
定
し
見
直
す
、
新
規

事
業
の
立
ち
上
げ
を
前
提
に
見
直

す
、
２
タ
イ
プ
の
見
直
し
案
の
提

示
。

②
新
規
補
助
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

　
「
持
続
可
能
な
球
磨
村
農
業
確
立

支
援
事
業
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

を
提
案
す
る
。

★
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
事

業
★
認
定
農
業
者
と
認
定
農
業
者

が
い
る
農
家
に
対
す
る
支
援
事
業

★
特
産
物
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
支
援

事
業
★
農
道
及
び
農
地
の
改
良
・

整
備
支
援
事
業
★
「
国
道
沿
い
に

物
産
館
」
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
リ
サ
ー

チ
事
業

③�

山
間
農
業
地
域
の
振
興
に
向
け

た
国
・
県
へ
の
情
報
発
信
に
つ

い
て

　

球
磨
村
は
山
間
農
業
地
域
で
条

件
不
利
性
が
強
い
、
中
間
農
業
地

域
に
比
べ
て
劣
位
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
の
改
善
と
見
直

し
を
国
・
県
に
ア
ピ
ー
ル
、
市
町

村
間
の
補
助
金
獲
得
競
争
の
時
代
、

村
職
員
の
資
質
の
向
上
（
政
策
や

提
案
を
文
書
と
し
て
ま
と
め
る
能

力
、
村
民
と
と
も
に
苦
労
を
分
か

ち
合
い
な
が
ら
取
り
組
む
悪
戦
苦

闘
能
力
）、村
職
員
の
腕
の
見
せ
所
、

村
民
の
暮
ら
し
の
質
と
幸
福
度
の

向
上
に
資
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

６　

集
落
維
持
・
再
生
の
た
め
の

新
し
い
行
政
の
取
り
組
み

① �
行
政
区
や
集
落
の
個
性
を
見
極

め
た
維
持
・
再
生

　

集
落
の
個
性
を
踏
ま
え
た
振
興

策
、
広
い
空
間
の
ど
こ
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
実
態
を
見
極
め
た
支
援
態
勢

づ
く
り
が
必
要
か
検
討
す
る
。

② �

縦
割
り
政
策
を
連
携
さ
せ
、
自

己
点
検
を
取
り
入
れ
た
行
政
改

革

　

単
に
村
農
業
の
振
興
を
考
え
る

の
で
は
な
く
村
全
体
の
振
興
と
し

て
総
合
的
に
取
り
組
む
、
夢
の
実

現
の
支
援
、
各
課
が
連
携
し
た
支

援
態
勢
、
政
策
目
標
の
数
値
化
と

実
現
方
法
の
提
示
、自
己
点
検
（
計

画
す
る
→
実
施
す
る
→
結
果
の
検

証
→
見
直
し
す
る
→
新
プ
ラ
ン
を

立
案
し
実
施
す
る
）
シ
ス
テ
ム
の

提
案
、
義
務
的
で
重
要
度
の
低
い

仕
事
の
省
力
化
と
重
要
度
の
高
い

仕
事
へ
の
時
間
配
分
を
行
う
。

　

一
部
抜
粋
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
桺
詰
恒
雄
村
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。
桺
詰
村
長
は
「
具
体

的
に
細
か
く
答
申
し
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
を
ど
う
具
体
化
し
て
い

く
か
が
課
題
。
こ
れ
か
ら
の
地
方

の
自
治
体
は
、
非
常
に
厳
し
い
時

代
を
む
か
え
る
と
思
う
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

答申書に目を通す桺詰村長

日本棚田百選の一つ「鬼の口棚田」
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十
一
時
二
十
一

分
、
八
代
駅
を
出

発
し
た
「
リ
バ
イ

バ
ル
え
び
の
」
が

一
勝
地
駅
に
到
着

す
る
と
、
駅
舎
前

広
場
で
は
、
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
六
調

子
振
興
会
所
属
の

幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の
四
チ
ー
ム

が
、
ダ
ン
ス
で
歓

迎
し
、
オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
俊
郎
さ
ん
が
生
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
に
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
が
到
着
し
た
際
に
も
、
ダ
ン
ス
で

歓
迎
し
ま
し
た
。　

　

い
つ
も
は
、
静
か
な
一
勝
地
駅
は
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

  ＪＲ肥薩線
　　　　全線開通 100 周年

ウォーキングや歓迎イベントを開催
　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
全
線
が
、
十
一
月
二
十
一
日
で
開
通
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
記
念
列
車
「
リ
バ
イ
バ
ル
え
び

の
」
の
運
行
や
今
年
廃
止
と
な
っ
た
寝
台
特
急
「
は
や
ぶ
さ
」
の
運

行
を
始
め
、
沿
線
各
駅
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
石
駅
と
球
泉
洞
を
ス
タ
ー
ト

と
す
る
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
、
相
良
藩
の
参
勤
交
代
の
主
要

路
で
あ
っ
た
肥
薩
線
と
並
行
す
る

人
吉
街
道
（
県
道
一
勝
地
神
瀬
線
）

の
歴
史
を
探
訪
し
て
も
ら
お
う
と

球
磨
村
観
光
協
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
宮
崎
県
や
熊
本
市
、

菊
池
郡
な
ど
か
ら
約
六
十
名
が
集

ま
り
、
白
石
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
と
球
泉
洞
駅
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
休
憩
所
を
設
け
、
町
娘

や
侍
な
ど
に
扮
し
た
、
本
村
の
観

光
案
内
人
に
よ
る
接
待
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、大
坂
間
地
区
の
「
番

所
」
跡
で
は
、
桺
詰
恒
雄
村
長
直

筆
の
通
行
手
形
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
一
勝
地
駅
で
は
、
か

わ
せ
み
入
浴
券
や
地
元
農
産
物
が

当
た
る
楽
し
み
抽
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

歴
史
を
探
訪　

　

人
吉
街
道

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

一勝地駅で記念イベント

かわいいダンスで「SL 人吉」を迎えます

柴立姫神社では町娘・侍が接待

球泉洞駅を出発した参加者

ホームでも物産品を販売しました

懐かしい「はやぶさ」も肥薩線を通行しました
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の
要
望
に
応
じ
た
観
光
案
内
を
目
指
し
ま
す
。

　

柳
詰
恒
雄
村
長
は
「
会
員
の
方
々
は
、
球

磨
村
を
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
、
そ
の

方
が
案
内
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
は
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
い
か
に
情
報
を

全
国
に
発
信
す
る
か
、
ま
た
球
磨
村
に
来
ら

れ
た
方
を
ど
う
お
も
て
な
し
す
る
か
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
知
恵

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

会　

長　

冨
永
知
敬
（
水
篠
）

　

副
会
長　

松
尾
志
織
（
野
々
原
）

　

監　

事　

小
川
豊
喜
（
小
川
）

　
　

〃　
　

岩
戸　

智
（
堤
岩
戸
）

　

会　

計　

河
野
順
子
（
舟
戸
）　

　

十
二
月
十
日
、
石
の
交
流
館
や
ま
な
み
で
、
球
磨

村
観
光
案
内
人
の
会
の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
自
主
独
立
・
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、

会
員
相
互
の
協
力
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
球
磨
村
の

観
光
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、

昨
年
度
に
講
習
を

受
講
し
た
人
、
新

し
く
加
入
し
た
人

な
ど
十
三
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

球
磨
村
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
観
光
客

発足！球磨村観光案内人の会
初代会長に冨永知敬さん

議
員
定
数
削
減
の
条
例
を
可
決　

十
二
名
か
ら
十
一
名
へ

　

十
二
月
定
例
議
会
は
、
十
二
月

十
五
日
に
召
集
さ
れ
、
十
八
日
ま

で
の
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
条
例
制
定

三
件
、
平
成
二
十
年
度
補
正
予
算

三
件
、
規
約
の
一
部
変
更
二
件
な

ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
、
七
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考

え
を
質
し
ま
し
た
。

 

条　

例

●�

球
磨
村
情
報
通
信
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

●�

球
磨
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

●�

球
磨
村
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

 
予　

算

●�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
一
般

会
計
補
正
予
算

●�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

●�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

●�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

 

規　

約

●�

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
一
部
変
更

●�

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
一

部
変
更

 

意 

見 

書

●�

「
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全

実
施
施
行
等
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
」

●�

「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

制
度
の
交
付
期
間
延
長
等
を
求

め
る
意
見
書
」

 

そ 

の 

他

●
専
決
処
分
の
報
告

　
（�

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

に
つ
い
て
）

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更

 

一
般
質
問

◎
浦
野
又
生
議
員

・�

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
考
え

る
場
に
つ
い
て

・�

平
成
二
十
一
年
度
第
二
回
補
正

予
算
に
つ
い
て

・�

来
年
度
予
算
要
求
で
政
府
に
よ

る
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

◎
犬
童
數
元
議
員

・�

村
道
黄
檗
線
の
改
良
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
に
つ
い
て

◎
田
代
利
一
議
員

・
政
権
交
代
に
つ
い
て

・
二
十
一
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
活
性
化
に
つ
い
て

◎
糸
原
善
行
議
員

・�

地
籍
調
査
と
入
会
林
整
備
事
業

に
つ
い
て

◎
松
野
富
雄
議
員

・
郵
便
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・�

村
道
、
林
道
の
復
旧
工
事
に
つ

い
て

◎
多
武
義
治
議
員

・�

行
政
区
の
再
編
は
う
ま
く
機
能

し
て
い
る
か

・�

福
祉
バ
ス
運
行
日
の
変
更
は
可

能
か

・
小
学
校
閉
校
後
の
施
設
利
用
は

◎
柳
詰
正
治
議
員

・
水
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て

・�

渡
小
川
単
県
河
川
改
修
事
業
に

つ
い
て

・「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討

す
る
場
」
の
協
議
に
つ
い
て

十
二
月
議
会
定
例
会

定数削減の条例を全員起立で可決

総会で議事の進行をする冨永会長
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十
二
月
十
五
日
、
渡
小
学
校
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
権
週
間
に
併
せ
て
行
わ
れ
、
今
年
は
月
足
さ
お

り
さ
ん
を
招
き
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

月
足
さ
ん
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
に
お
住
ま
い
で
、
小
さ
い

頃
か
ら
病
気
と
闘
い
十
四
歳
ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
宣
告

さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
児
童
が
知
っ
て
い
る
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
、

ト
ル
コ
行
進
曲
、
ま
た
ア
ニ
メ
の
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
や
千
と
千
尋

の
神
隠
し
、
ト
ト
ロ
の
曲
な
ど
を
演
奏
し
て
児
童
も
手
拍
子
や
一

緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　九州山地の奥深く球磨焼酎の故郷、日本の山村
の原風景を今に残す熊本県球磨村の「松谷棚田」
で１１月２２日（日）に花いっぱい運動が開催さ
れました。
　村内外から約１３０名のボランティア（遠くは
熊本市・宮崎県から参加）が集まり、棚田の保全
活動が行われました。小雨の中の作業でしたが、
盛会に終了することができました。除草、チュー
リップ・菜の花の播種等お世話になりました。

　３月下旬には色とりどりの
チューリップと菜の花の黄色
い絨毯とのコントラストが棚
田の素晴らしい景
観を彩ってくれる
でしょう。

By　球磨村棚田保存会（棚田ネットワーク）

四季報「棚田の風」 〜 棚田の香り宅配便 〜
　　「棚田」を「花」でいっぱいに！

　

十
一
月
十
九
日
、
石
の
交
流
館
や
ま
な
み
で
、
村
内
の
保

育
士
、
小
学
校
、
中
学
校
か
ら
の
教
諭
約
五
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
演
は
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
の
干
川
隆
教
授
を

招
き
、「
特
別
支
援
教
育
の
推
進
と
支
援
」
と
題
し
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
干
川
教
授
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
接

し
方
や
工
夫
し
た
指
導
の
仕
方
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
学
級
単
位
の
問
題
で
な
く
、
学
校
全
体
で
考
え
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
問
題
解
決
モ
デ
ル
や
ケ
ー
ス
会

議
の
必
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
干
川
教
授
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
の
理
解
と
支
援
を

球
磨
村
特
別
支
援
教
育
講
演
会

音
楽
で
豊
か
な
心
を
育
む　

渡
小
学
校
人
権
集
会

月
足
さ
お
り
さ
ん
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

干川教授の講話に耳を傾ける参加者

手拍子をして一緒にうたいました
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十
二
月
一
日
、
熊
建
労
球
磨
村
分
会
の
松
舟
正
分
会
長
と
田

頭
一
博
財
政
部
長
が
、
役
場
を
訪
れ
、
柳
詰
恒
雄
村
長
へ
十
月

に
開
催
し
た
、「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
の
無
料
包
丁
と
ぎ
コ
ー
ナ
ー

で
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
（
一
二
、九
五
〇
円
）
を

社
会
福
祉
の
た
め
に
寄
付
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

松
舟
会
長
は
「
社
会
福
祉
の
た
め
に
少
し
で
す
が
使
っ
て
く

だ
さ
い
。
今
年
は
、
約
一
〇
〇
本
を
研
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
々
減
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
桺
詰
村
長
は
、「
毎
年
、
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
大

変
あ
り
が
た
い
。ぜ
ひ
、福
祉
の
た
め
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
善
意
に
感
謝
し

　
　
　

福
祉
の
た
め
に
使
い
ま
す

　

熊
建
労
球
磨
村
分
会　

　１１月２２日、第一小の３地区子供会（馬場求
会長）が「自分たちの通学路をきれいにしよう」
と呼び掛け、県道高沢一勝地線のごみ・空き缶拾
いと村道岡線のカーブミラー清掃を行いました。

　カーブミラー清掃
は、保護者が用意し
た脚立を使い、岡地
区から中園地区まで
の約３０本を磨きま
した。この日に集め
たごみは、ゴミ袋４
袋にもなりました。

通学路をきれいに！
一勝地第一小学校　３地区子ども会

新型インフルエンザ予防接種の小学校高学年・中学生
高校生（相当する年齢）等の前倒し接種の開始について

　　　　　　　　　　　　　　（2009 年 12 月 11 日　県情報より）

　新型インフルエンザにかかる方及びひどくなる方が若年層であることをふまえ、下記
の方たちの予防接種の受付・予防接種が開始されました。

★接種スケジュール
対象者 接種申込み受付開始日 接種開始日

１歳未満の小児の保護者等

１２月１５日（火） １２月２８日（月）目途
小学校４年生〜６年生
中学生
高校生（相当する年齢の者を含む）

　なお、妊婦・基礎疾患を持つ者・1 歳〜小学校 3 年生については、引き続き申し込み・予防接種は行われ
ております。かかりつけの医療機関にご相談ください。
★今年の夏以降にインフルエンザにかかった方の接種について
　�　新型インフルエンザに対する免疫は、ワクチン接種以外に、実際にインフルエンザにかかることによっ

ても獲得されます。新型インフルエンザに既にかかった方（2009 年の夏以降、Ａ型のインフルエンザと診
断された方）については、免疫がすでに獲得されているため、ワクチンの接種を受ける必要はないと考え
られます。（厚生労働省新型インフルエンザワクチンＱ & Ａより）

（問い合わせ先）　球磨村役場　健康衛生課　　☎ 0 9 6 6 - 3 2 - 1 1 3 9

保健師より

毎年ありがとうございますこんなに落ちてたよ、きれいになったよ
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平成２１年度　球磨村職員人事行政運営等の状況の公表
　球磨村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年３月１５日条例第１１号）に基づき、村
職員給与や任免などの状況を随時広報で公表します。

１． 職員の任免及び職員数の状況
（１） 職員の採用
　平成 20 年度中の採用はありません。

（２） 職員の離職
　平成 20 年度に離職した一般職の職員
の状況は次のとおりです。

（３） 部門別職員数の状況と主な増減理由
区分

部門
職　員　数 対前年

増減数
主な増減理由

H20 H21

一　

般　

行　

政

議　　会 1 1

総　　務 2 0 2 2 2 事務の統廃合縮小− 4
業務増 +5　その他 + １

税　　務 6 6
農林水産 1 0 8 − 2 一律削減 −１  事務の統廃合縮小 − 1
商　　工 2 2
土　　木 8 8
民　　生 7 6 − 1 一律削減 − 1
衛　　生 6 6

小計 6 0 5 9

特
別

行
政

教　　育 1 3 1 3
小計 1 3 1 3

公
営
企
業

水　　道 1 1
そ の 他 4 3 − 1 事務の統廃合縮小 − 1

小計 5 4

合　計 7 8 7 6 　− 2

　（４） 定員管理の数値目標
　　平成１７年４月１日〜平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

平成１７年４月１日職員数 平成２２年４月１日職員数 純減数 純減率

人
８０

人
７６

人
４

％
５

２． 職員給与の状況
　（１） 人件費の状況（一般会計決算）

区分
住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額 A 実質収支 人件費 B
人件費率

B/A
１９年度の
人件費率

20 年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

4,760 3,008 ,428 51,485 582,456 19.3 21 .3

区分 人数
定年退職 1 人
自己都合 1 人
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　（２） 職員給与費の状況（一般会計）

区分 職員数 A
給　　与　　費 一人当たり

給与費
B/A給料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

20 年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

72 239,582 22,335 96,301 358,218 4,975

※ 職員数には公営企業職員は含まれません。
※ 職員手当には退職手当は含みません。

　（３）職員の平均給料、給与月額等の状況（平成２１年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

球磨村 40.8 歳 294,300 円 336,000 円

※� 「平均給料月額」とは、職員の基本
給の平均です。

※� 「平均給与月額」とは、給料に諸手
当を加えた平均です。

　（４） 職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分

一般行政職

球磨村 国

初任給 初任給

大学卒 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円

区分

一般行政職

経験年数 経験年数 経験年数
10 〜 15 年 15 〜 20 年 25 〜 30 年

大学卒 243,300 円 327,700 円 364,000 円

高校卒 237,700 円 278,100 円 333,000 円

　（６） 一般行政職の級別職員数の状況（平成２１年４月１日現在）

区分 １級 ２級 3 級 4 級 5 級 6 級
計標準的な

業務内容
主事・技師 主事・技師

係長・参事
主査

課長補佐
主幹

課長
事務局長

総務企画
課長

職員数 7 人 12 人 21 人 10 人 7 人 1 人 58 人

構成比 12.1% 20.7% 36.2% 17.2% 12.1% 1.7% 100%

　（７） 期末手当・勤勉手当　　　　　　　　　（８） 各種手当の状況

平成２０年度実績

一人当たり平均支給額　1,427 千円

支給割合
 　　　　　期末手当　　勤勉手当
 6 月期　　1.4 月分　 　0.750 月分
12 月期　　1.6 月分　 　0.750 月分

加算の状況
職務の等級等による加算措置
・役職加算　5 〜 10%

手当名 内　　容
支給
人数

１人当平均
支給月額

扶養手当 扶養親族のある職員に支給 34 人 22,200 円

住居手当
住居を借入れている職員に
支給

13 人 10,300 円

通勤手当 片道 2km 以上の職員に支給 52 人 5,000 円

管理職手当 課長級職員に支給 8 人 20,600 円
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年末年始の福祉バス運休について
下記のとおり福祉バスを運休します。

記
平成２１年１２月２６日（土）から
平成２２年　１月　４日（月）まで

※１月５日（火）から平常運転します。

　（問い合わせ先）球磨村役場　住民福祉課
　　　　　　　　　☎　0966-32-1112

荒瀬ダム湖の減水について
　八代市坂本町の市道鎌瀬・瀬戸石線改良工事に
伴い、荒瀬ダム放流によるダム湖の減水が必要と
なり、瀬戸石ダムからの放流による河川水位の変
化が予想されるため、河川に立ち入る場合は、十
分な注意が必要です。

工事場所：八代市坂本町川嶽地区（球磨川左岸）
減水期間：平成２２年１月５日から２月２８日

農業日誌・ファミリー日誌
平成２２年版予約受付中！

１．金　　　額　農業日誌　　　　１，４００円
                 　　 ファミリー日誌　１，４００円
２．申 込 期 限　平成２２年１月８日（金）
３．申し込み先　産業振興課　農業係

○ �品物は産業振興課で現金と引き換えにお渡し
します。

　 受け渡しは１月上旬の予定です。
　 申込み際は直接産業振興課までご連絡下さい。
　 産業振興課に見本を用意しています。　　　
　　　　
（問い合わせ先）
　産業振興課　農業係　☎ 32-1115（内線 302）

熊本県で農業をやってみたい方

農業研修生募集中　です

　農業を新たに始めてみたいと希望される方々
に実践的な農業研修を行い、地域農業の担い手
となる人材の育成を図る目的で、平成２２年度

「熊本県ＪＡ農業インターン事業」を下記内容
により実施いたします。

【募集期間】
　　平成２２年１月２０日まで

【募集対象者】
　�　熊本県において新たに農業に就き、経営開

始を目指す者で下記の条件を満たす者
　①年齢　１８歳〜５５歳
　②就農希望地に住民登録を行うこと
　③�就農希望地を管轄するＪＡの組合員になる

こと
【募集人員】
　　５０名程度

【研修期間】
　　１年間（４月〜翌３月）

【研修手当】
　　月額　１３５，０００円（諸手当等すべて含む）
　�　ただし、住居を一にする夫婦、兄弟姉

妹等について２名雇用の場合は、月額　
１１０，０００円

【選考方法】
　�　書類審査による１次選考を実施し、合格者

に対し面接審査を実施のうえ決定

（申込・問い合わせ先）
　ＪＡ熊本中央会・連合会　営農生活センター
　〒８６０−０８４２　熊本市南千反畑町２−３
　☎０９６−３２８−１０２７
　メール　einou@jakumachu.jp
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

　�≪1月「陽だまり」行事予定≫
　６日(水)陽だまりサロン
１３日(水)陽だまりサロン
２２日(金)サロンママ誕生会
２３日(土)りんごの木サークル
２６日(火)陽だまりサロン

《
給
食
だ
ー
い
す
き
》

神
瀬
保
育
園

　

０・一・二
歳
児
の
朝
の
お
や
つ
か
ら
昼
食
、
午

後
の
お
や
つ
と
保
育
園
で
は
一
日
に
三
回
も
食
べ

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
必
要
な
栄
養
を
分

け
て
摂
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

当
園
の
朝
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
少
し
紹
介
し
ま
す

と「
ウ
イ
ン
ナ
ー
」「
ふ
か
し
芋
」「
ゆ
で
卵
」
枝
豆
」

「
チ
ー
ズ
」「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」「
り
ん
ご
」
等
、
昼

食
は
「
海
鮮
か
き
揚
げ
と
カ
ブ
の
即
席
漬
け
」「
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
と
コ
ロ
コ
ロ
サ
ラ
ダ
」「
白

菜
と
肉
団
子
ス
ー
プ
と
納
豆
」「
切
干
し
大
根
の

煮
物
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
酢
味
噌
和
え
」「
鮭
の
西

京
焼
き
と
若
布
の
酢
の
物
」「
高
野
豆
腐
の
卵
と

じ
と
ツ
ナ
サ
ラ
ダ
」「
魚
の
カ
レ
ー
あ
ん
か
け
と
ほ

う
れ
ん
そ
う
の
海
苔
和
え
」「
牛
肉
と
牛
蒡
炒
め

と
ひ
じ
き
サ
ラ
ダ
」「
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
と
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
」。
午
後
の
お
や
つ
は
「
ポ
パ
イ
ス
パ
ゲ

テ
イ
ー
」「
く
ず
饅
頭
」「
ラ
ス
ク
」「
南
瓜
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
」「
ミ
ル
ク
芋
寒
天
」「
お
好
み
焼
き
」
等

で
す
。
食
が
細
い
子
は
「
少
な
め
に
」、
噛
む
の
が

苦
手
な
子
は
「
少
し
小
さ
め
に
刻
ん
で
」
と
配
慮

し
ま
す
。
ご
飯
と
お
か
ず
と
交
互
に
食
べ
る
。
き

ち
ん
と
前
を
向
い
て
食
べ
る
。（
横
か
ら
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
食
べ
る
子
ど
も
は
噛
み
合
わ
せ
が
悪
く

な
り
ま
す
）
そ
し
て
、
お
か
ず
の
名
前
、
ど
ん
な

食
材
が
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
栄
誉
の
働
き

が
あ
る
か
な
ど
の
お
話
を
聞
い
て
お
友
達
と
一
緒

に
楽
し
い
雰
囲
気
で
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
つ
の
料
理
に
沢
山
の
材
料
が
入
っ
て
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

　 　

十
一
月
十
二
日　

祖
父
母
教
室
で
山
江

村
へ
お
芋
掘
り
に
行
き
ま
し
た
。

毎
年
子
ど
も
達
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
、

色
々
な
種
類
の
お
芋
を
植
え
て
御
招
待
下

さ
る
園
児
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
感
謝
で
す
。

　

前
日
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
お
芋

掘
り
出
来
る
か
な
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
お
天
気
に
な
り
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
泥
ん
こ
に

な
り
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
お
芋
を
ほ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
の
畝
の

前
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

昔
の
食
糧
難
の
話
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
頂
き
ま
し
た
。「
芋
は
つ
る
ま
で
食
べ
ら

れ
て
捨
て
る
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
よ
」
の

言
葉
に
「
え
っ
ー
」
と
驚
き
の
様
子
。
飽

食
の
現
代
、
食
物
を
粗
末
に
扱
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
と
共
に
も
う
一
度
食
に

対
す
る
認
識
を
改
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
ー
と
痛
感
し
ま
し
た
。
お
芋
掘
り
の
後

の
集
い
は
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
歌
等
の
発

表
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

又
、
十
八
日
は
、
小
学
校
と
の
交
流
事
業

で
二
回
目
の
お
芋
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
収
穫
の
季
節
」
を
十
分
に
味
わ
え
た
十
一

月
で
し
た
。

《
今
年
も
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
》

渡
保
育
園

≪陽だまりサロン≫

《
楽
し
く　

お
そ
う
じ
タ
イ
ム
》

こ
が
ね
保
育
園

　

年
長
児
さ
ん
は
、
お
昼
か
ら
お
掃
除
を
し

て
い
ま
す
。

　

廊
下
の
雑
巾
が
け
を
し
た
り
、
下
駄
箱
の

泥
を
掃
い
た
り
、
棚
を
拭
い
た
り
と
そ
れ
ぞ

れ
分
担
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
化
学

雑
巾
で
掃
除
を
す
る
の
が
家
庭
で
も
主
流
に

な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
な
手
で
雑
巾
を
洗
い
、

し
っ
か
り
絞
っ
て
か
ら
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

大
人
に
と
っ
て
は
何
気
な
い
雑
巾
洗
い
や
雑

巾
絞
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
に
と
っ

て
は
手
先
、
手
首
を
使
っ
て
こ
す
る
、
ひ
ね

る
な
ど
い
ろ
ん
な
仕
草
や
力
を
入
れ
る
と
こ

ろ
を
生
活
体
験
の
中
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
が
一
生
懸
命
に
雑
巾
を
洗
う
姿
を
見

て
い
る
と
、
掃
除
の
基
本
は
、
ま
ず
は
雑
巾

洗
い
か
ら
は
じ
ま
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

雑
巾
で
拭
い
て
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
を
感

じ
、
汚
れ
た
雑
巾
を
ま
た
洗
っ
て
使
う
と
い

う
昔
な
が
ら
の
手
法
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
も
家
族
の
一
員

と
し
て
掃
除
を
分
担
し
、
家
族
み
ん
な
で
楽

し
く
大
掃
除
を
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

≪ママ誕生会≫

≪りんごの木サークルおすすめ絵本≫

今年もお世話になり、ありがとうございました。
来年が皆様にとって良い年になりますように !！

≪今月の赤ちゃんこんにちは！≫

「いちにちおもちゃ」 
ふくべあきひろ／作
かわしまななえ／絵

　おもちゃに、変身
したら結構大変な毎
日にお手上げになっ
てしまいました・・

はじめまして。球磨村のニューフェイ
スです。よろしくおねがいしま〜す。

11 月のママ誕生会の様子です。
こたつでほのぼのあったか〜いひとと
きでした。

　育児講座の様子です。
　11 月は「保育園って？」について
渡保育園の内布主任保育士が、そして
12 月は、「家でのけが・病気について」
同じく渡保育園の竹本看護師のお話を
聞きました。
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社 会 福 祉 協 議 会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々
か
ら

香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
十
一
月
分
）

○ 

岡　
　
　

チ
ヨ
カ　

様
（
故　
　

一　

）

○ 

毎　

床　

惠　

一　

様
（
故　

ヨ
シ
エ
）

○ 

今　

村　

利　

彦　

様
（
故　

チ
エ
ノ
）

○ 

尾　

方　

孝　

至　

様
（
故　

テ
ル
ヨ
）

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

心配ごと相談
気 軽 に 相 談 を

　生活する上での様々な悩みや問題
等ありましたら、気軽に相談くださ
い。種々の関係機関と連携をとりな
がら、解決へのアドバイスをいたし
ます。
☆ 相談日　毎月第４金曜日
☆ 時　間　午前９時～１２時
☆ 場　所　高齢者生活福祉センター
　　　　　 「せせらぎ」
☆相談員　上原　正博  34-0020
　　　　　原　ひとみ  33-0228
☆ 問合先　☎３２−００２２

　
「
さ
し
出
す
手
・
球
磨
川
の
流

れ
の
よ
う
に
・
優
し
く
強
く
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
第
四

回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
球
磨
人
吉
が
、
十
一
月

二
十
一
日
〜
二
十
二
日
あ
さ
ぎ
り

町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
参
加
い

た
だ
き
「
障
が
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
第
一
分

科
会
「
福
祉
の
心
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」第
二
分
科
会「
地
域
の
縁
が
わ
」

と
そ
の
魅
力
と
可
能
性
、
第
三
分

科
会
「
五
木
の
子
守
唄
と
そ
の
背

景｣

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
月
足
さ
お
り
さ
ん（
あ

さ
ぎ
り
町
出
身
）
の 

【
い
の
ち
の

音
色
を
響
か
せ
た
い
】（
十
四
歳

ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
命
。
で
も
、
い
く
つ

も
奇
跡
が
重
な
り
そ
し
て
周
り
の

人
々
に
支
え
ら
れ
た
命
。
私
は
音

楽
と
共
に
限
り
あ
る
命
を
大
切
に

し
、
今
日
を
精
一
杯
生
き
て
い
ま

す
。）
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
皆
さ
ん
は
、
朝
八
時
よ
り

球
泉
洞
駐
車
場
・
Ｊ
Ａ
渡
Ｓ
Ｓ
前

で
、『
歓
迎
、
よ
う
こ
そ
球
磨
人
吉

へ　

第
四
回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
横
断
幕

を
持
っ
て
お
出
迎
え
を
し
、
須
恵

文
化
ホ
ー
ル
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

須
恵
小
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た

展
示
広
場
に
は
、
一
年
間
の
本
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写
真
等
を
パ

ネ
ル
二
枚
に
ま
と
め
展
示
し
ま
し

た
。
昼
食
後
、
本
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
担
当
で
あ
り
ま

し
た
第
三
分
科
会
あ
さ
ぎ
り
町
深

田
に
あ
る
「
せ
き
れ
い
館
」
に
移

動
し
て
、
受
付
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
・
会
場
内
の
案
内
・
駐
車

場
の
誘
導
係
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
閉
会
式
に
参
加
し
、
次
回

開
催
地
（
阿
蘇
地
区
）
に
大
会
旗

が
引
き
継
が
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
と
会
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
地
域
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会

員
の
皆
様
の

ご
協
力
・
ご

参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日
本
一

第
四
回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
球
磨
・
人
吉

　『せせらぎ』では、１１月２０日にデイサービスの利用者の方･
２階温泉にこられた上区寿会･下区老人会の方･２階に居住されて
いる方の協力を得て消防訓練を行ないました。
　消防訓練後に、西分署より講評がありました。「避難訓練は、
いざという時のためにも大切です。今回の訓練をもとに、もし火
災が発生した場合は落ち着いて消化･通報･避難について対応がで
きるようお願いします。」と挨拶をされました。
　最後に、寒い中ご協力いただいた皆様、無事に終わることが出
来ました。どうも有難うございました。

火 の 用 心
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　　　　　　　　　　　　　　　１　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 元旦　 2

3 4
◆仕事始め式
◆球磨村成人式

5
◆�球磨村消防団出
初式

6 7 8
◆交通安全出発式
◆�村内小中学校始
業式

9

10
◆�分会対抗駅伝大
会

11 成人の日 12
◆区長文書

13 14 15 16

17
◆行政相談
 （役場9：30〜）

18 19 20 21
◆�観光案内人講座
開講式
◆3・8ヶ月児健診
（13：00〜 渡多）

22 23 

24 25
◆区長文書

26 27 28 29 30

31

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作　

冨
永
山や

ま
し
ゃ
く
や
く

芍
薬

な
ん
転
び　

粗
大
ゴ
ミ
扱
い
さ
る
る

浮
草　

ま
ァ
だ
幸
福
見
つ
か
ら
ん

走
ら
ん
か　

息
切
れ
し
お
る
ダ
ッ
ト
サ
ン作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

も
っ
て
の
外　

夫
の
俺
が
仕
舞
い
風
呂

几
帳
面　

方
付
け
過
ぎ
て
探
さ
な
ん

の
さ
ん
ね
ぇ　

日
本
脱
出
し
ゅ
う
如
た
る作　

日 

當 

山 

岳

と
て
も
固
か　

金
庫
に
金
庫
入
れ
と
ら
す

ご
決
断
を　

今
な
ら
か
す
り
傷
で
済
む

話
ァ
そ
こ
た
い　

な
る
だ
け
銭
の
入
ら
ん
ご
つ

（
肥
後
狂
句
講
座
集
よ
り
抜
粋
）

女
ト
ラ　

男
風
呂
か
ら
お
め
き
よ
る

折
角
な
ら　

酒
は
止
め
な
で
難
儀
し
ゅ
う

青
春
と
は　

妻
が
太
陽
だ
っ
た
頃
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

岡　
　

一

88
才

岡

毎
床　

ヨ
シ
エ

84
才

毎　

床

今
村　

チ
エ
ノ

89
才

今　

村

尾
方　

テ
ル
ヨ

78
才

山　

口

田
代　

ツ
タ
ノ

89
才

田　

代

11月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

12月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 51  0 △６

人　口（人） 4 , 6 4 7  1 0 △  8 2

男　（人） 2 , 2 0 5  5 △  2 1

女　（人）2 , 4 4 2  5 △  6 1

　

今
年
も
こ
の
十
二
月
号
で
最
後

と
な
り
ま
す
。
こ
の
一
年
、
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た

り
す
る
機
会
が
大
変
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
脱
メ

タ
ボ
を
宣
言
し
て
い
ま
し
た
が
、

来
年
こ
そ
は
・
・
・
・
。

　

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
よ
い
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
松　
　

祐
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

舟
戸　

あ
い
り

忍

茶　

屋

松
野　

真
与

翔　

吾

山　

口

　
　
　

氏　

名

出
身
地

川
口　

誠
司

大　

瀬

岩
本　

梨
奈

芦
北
町

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う

球磨村ホームページをリニューアルしました
　この度、球磨村のホームページをリニューアルしま
した。
　ぜひ、一度アクセスしていただきたいと思います。
　アクセシビリィティ・ユーザビリィティに配慮した
ホームページになっています。
　このアクセシビリティとは、高齢者や障害のあるか
た。また、さまざまな環境からホームページを利用す
るかたに不便がないよう、音声変換や色彩、デザイン
等に配慮したホームページをつくることをいいます。

ユーザビリティとは「使いやすさ」の事で、ホームペー
ジを簡単な操作で利用者がストレスなく利用できる事
を言います。今回のリニューアルにあたっては、この
アクセシビリティやユーザビリティに配慮を行いなが
ら、ホームページのリニューアルを行いました。
　これからも、利用者のかたがたの意見を取り入れな
がら、より利用しやすいホームページ構築を心がけ、
情報の発信を行っていきたいと思います。

老
人
ク
ラ
ブ
渡
西
鶴
亀
会

「
役
場
」「
か
わ
せ
み
」

「
せ
せ
ら
ぎ
」「
や
ま
な
み
」

に
門
松
を
設
置毎年ありがとうございます


